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1) 協議会の概要

協議会の特性（得意分野や検討フィールド等の特徴）

◼幅広い視野で検討が可能な構成員を有している

協議会のメンバー構成（概要）

ニーズ委員
看護協会・介護支援専門員協会の会長ならびに作
業療法士会の役員、介護老人保健施設副施設長
や特別養護老人ホームの特養部長および作業療法
士を含むチーム

シーズ委員
機械金属工業会医療用機器開発研究会の副会長
であり施設に勤務する企業の重役、福祉用具も取り
扱う義肢装具業者の部門リーダー及びレスキューロボッ
トの開発業者、介護記録を開発・販売する企業、大
学の教員を含むチーム

その他の委員（自治体など）
オブザーバーとして県行政から健康福祉部少子高齢局高齢政策課課長
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1)協議会の概要：開催概要

項目 開催日時 開催場所 出席者

第１回
協議会

2018年７月24日
15：00～16：30

神戸市勤労会館

ニーズ側：３人
シーズ側：４人
そ の 他：１人
計 ：15人（PC・会長・事務局員含）

第２回
協議会

2018年９月26日
15：00～16：30

神戸市勤労会館

ニーズ側：６人
シーズ側：４人
そ の 他：１人
計 ：18人（PC・会長・事務局員含）

第３回
協議会

2018年11月19日
14：00～16：30

センタープラザ
（神戸市）

ニーズ側：６人
シーズ側：６人
そ の他：１人
計 ：19人（PC・会長・事務局員含）

第４回
協議会

2019年１月24日
15：00～16：30

神戸市勤労会館

ニーズ側：５人
シーズ側：４人
そ の 他：１人
計 ：17人（PC・会長・事務局員含）



4

２) ニーズの明確化：ニーズ調査・分析

ニーズ調査の実施概要
◼調査方法、整理・分析の手法

アンケート調査：介護記録における転記項目・記録業務の負担感・改善点・変化を捉えるための記録内容・

記録業務短縮による介護内容

ワーキング：記録業務における困りごと・改善したいこと・改善案についてディスカッション

ニーズ調査のまとめ
■アンケート調査の記録における転記作業は、食事、排便、排尿、バイタル、水分摂取、体調変化の順で多く、
毎日複数回の記録が必ず必要な項目であった。

■現場ではケアを行った直後に記録できることは少なく、記憶しておく必要がある場合は転記が発生している。

■ケース記録以外に、日誌や報告書など重複して記録が必要な項目もある。

■記録内容は多く、記録するだけでなくその分析にも多大な時間を要している。

■特に手書きをしている施設では電子化の希望が高く、誰でも簡単に入力できるシステムの要望がある。

◼プロセス（対象者・人数等）

① 介護老人福祉施設において事前調査を実施し、アンケート作成。

② 介護老人福祉施設３施設、介護老人保健施設3施設に勤務する介護職62名に対し、アンケートでの調
査を実施

③ 介護老人福祉施設、介護老人保健施設に勤務する介護職2名とシーズ側1名、OT4名とのワーキング

④ ②・③の結果をもとに記録業務における課題を分析
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２)ニーズの明確化：課題分析

解決すべき課題

■記録業務における転記作業が多い。
・ケアをしながらの記録やケア直後の記録が困難。
・ケース記録とADLチェック表など（食事、排泄等）に重複した内容を転記している。

■情報収集・記録業務は煩雑で多大な業務負担となっている。

◼リアルタイムに介護記録にデータを入力することが出来る。入力したデータはケース記録や各種帳票に自動的
に反映され、転記する必要はなくなる。結果、記録業務の効率が改善する。

◼事業所内外へ必要なフォーマットで情報を提示することができ共有が容易になる。

◼記録するための作業時間が短縮され、記録による残業時間がなくなる。さらに、利用者との会話など関わる
時間（直接業務）が増える。

解決した時のあるべき姿・到達目標（わかりやすく具体的に）

被介護者 介護者

対
象
者

◼ 施設入所者．要介護度は問わない ◼ 施設の介護職員
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ロボットのイメージ ロボットの概要

自動記録支援プラットフォーム
数値化できる記録内容（食事量等）について一律の
判断基準で自動入力、集約するものとする。
１）記録業務の省力化をするために書かない、打たな

い入力方式とする 。
２）誰（高齢職員・外国人）でも簡単に操作ができ

る 。
３）必要なフォーマットで情報を提示することができる。

利用場面

■場所：介護施設

■使用者：施設職員

■場面：食事ケア、排泄ケア、バイタル測定時・直後

に、それぞれのケア場面で使用する。

事業所内外の必要なフォーマットで情報を提示す
ることができる。（ケース記録・各種帳票、医師等
外部事業所との連携、家族への連絡等）

３) 課題解決のための検討 : 課題解決のための機器（新規ロボット等）のアイデア①

クラウド

食事量・水
分量

画像・重量セ
ンサーにて食
事・水分摂
取量をデータ
化して記録
する。

バイタル

Bluetooth
機能等でバ
イタル測定が
でき記録する。

排泄

画像・重量・
バイオセンシ
ングなどのセ
ンサーにて排
泄量・性状を
データ化して
記録する。

データを集約し、記録・統合するシステム

睡眠

ジャイロ・加
速度・心拍セ
ンサーにて睡
眠状況を
データ化して
記録する
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項目 概要

必要な機能・技
術

①食事：食札にバーコードやQRコードを表記し、配膳・下膳時に画像センサー内蔵機器
にトレーをかざすことで、食事摂取量が自動記録入力される。

②排尿・排便（トイレ）：排泄した後、排尿量などを自動でデータ化する。
③排尿・排便（パッド）：センサーが排泄を検知し、PCやスマホ等の端末に通知を行う。
排尿量などが自動でデータ化される。

④体温・血圧・心拍：測定した情報が自動でデータ化され、記録される。
⑤睡眠：スマートウォッチ等にて自動で睡眠状況を入力し、データ化する。

新規ロボット等導
入による課題解
決の評価方法

・タイムスタディ
①直接業務時間と間接業務時間の割合
②記録業務時間・記録による残業時間
・アンケート…介護者の負担感、満足度の調査

既存の機器、類
似機器との
相違点・優位性

既存
機器

既存機器との相違点・優位性：入力機器は多種存在するが、それらが一体化したものや
統合する機能をもったものはない。

３) 課題解決のための検討 : 課題解決のための機器（新規ロボット等）のアイデア②
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４)今年度の振り返り

・協議会としては、医療・福祉の多職種で構成され、多角的な視点でディスカッションを重ねることができた。

・現在この分野は様々な研究がなされており、既存機器も多く、表に出ていない研究中の機器も多い。記録業

務にかかる省力化・自動化をめざした機器や技術はすでに存在し、ニーズに応じる土壌もある。しかし、介護施

設における記録内容は画一化されていないという問題もあり、 “ケアに必要な記録・ケアに活かせる記録”を明

らかにする必要があるとプロジェクトコーディネーターからのアドバイスを頂いた。今回のアンケート調査やワーキン

グではそこまでは至っておらず、今後の課題である。


